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ハラスメント撲滅について市民への啓発
として「誰もが働きやすい」パワハラの

ない高山市をアピールすべきと考える。まず市
がその規範となる取組として、プライバシー保
護に配慮した形で「ハラスメントのアンケート」
を実施してはどうか。
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誰もが働きやすい労働
環境について
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市発注工事の遅延は
強風理由で無審査OK
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子育て支援対策について

日本共産党高山市議団

坂下美千代
県教育委員会は、来年度から県立高校、
特別支援学校の生徒が学校で使用するタ

ブレット端末の貸与はせず、個人負担を求める
方針を突然打ち出した。県補助金の高等学校就
学準備等支援金の増額を、県に対して要望でき
ないか。県の補助がないのであれば、市独自の
支援を検討できないか。
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高齢者等でバスを利用しないと出かけら
れない人から、バスの本数が少ないこと

や、土日に運行が少ないため利用できないとの
声を聞くが、運行を改善できないか。また、運
転免許自主返納者に対する支援を強化できない
か。
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高齢者等の公共交通利
用支援について
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気象台の微風データは市の強風

「荘川さくら学園」工期延長の理由は「強風
等による足場の損傷」とあった。国県発注

工事なら最寄り気象台の証明書が必要。独自で気
象台から取り寄せた証明書では、「無風・微風」ば
かりで強風の証明はできなかった。今後いかなる
市の発注工事も、理由が強風ならば市は工期延長
を認めなければならない。市のチェック体制は緩
すぎないか。
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これからもこの対応を続けて
いくのか。
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